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ホイ ー ル 型 農 用 ト ラ ク タ の タ イ ヤ ク ロ ー ラ 装 置

佐 藤

1 ． ま えが き

農業構 造改善事業 が近年 よ うや くち ょ（緒） につ き，

大形農業機械 化が進展す るにつれて，その中核 となる乗

用トラクタが急速に導入 されつつ あるが，わ が国の農業

は欧米 に比べ ては るかに小規 模でかつ集約的経営形態で

あるために，採算上な らびに機能上か ら，導入 され る ト

ラクタには高度の汎用性 と作業の精 度，能率 が要求 され

る。 しか も近 年 農 用 トラ ク タの 軽 快 な機 動 性 が認 め られ

て林 業 用 ， 土 建 用 に も利 用 され る こ とが増 加 して きた の

で， この方 面 か らも農 用 トラ ク タは 一 段 と複雑 かつ 高 度

な機 能 を 備 え る こ とが必 要 と な った 。

この うち走行機能 につ いての要求は次の（1）～（6）の とお

りで あ る が， 本 文 の “タ イ ヤ ク ロー デ ’は これ らの要 求 を

一挙に満たす新 しい走行装置で ある。

化） 有 効 か 動 時 間 が 大 きい こ と

（a） 晴雨を問わず作業能力を発揮で きる

㈱ 付属装置着脱 などの無駄 な準備時間が少ない

（e） 作業場 までの往復， あぜ乗 り越 しなどの機 動能力

が高い

（ 2 ） ほ場 条 件に左右 されずか動で きること

（払） 超 湿 田 で も沈 下 ， ス リ ッ プが な く十 分 な 作 業 が で

き る

仙 傾斜地での ケン引作業 が安 全にで きる

（e） 粘質土，砂質土いず れの場合 に も十分な走行作業

性を発揮で きる

（ 3） 小 区画 での機動性が よく，作業精度 が高い こと

（a） 湿 田において旋【軋 後退 が自由自在であ る

払） 小 区画ほ場のすみず みまで作業 ができる
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（4） 耕地 の改良造成，土建用 など高負荷に も使用で きる

こ と

（a） 土 層改良の深耕 作業がで きる

（b） 開墾，耕地造成，土建用 など不整地 におけ る重 ケ

ン引作 業 がで き る

（5） 路 上走行性 な らびに乗 り心地 が良好 であるこ と

（a） 未整 備の狭 い農道 でも安 全に走行 で きる

（b） 舗装路面 での高速走行 時で も乗 り心地 が良好であ

る

（6） 付属装置ほ構造簡単，取扱 い容易 で しか も安 価であ

る こ と

乙 タイヤク ローラの構 造 と機 能の概要

2． 1 構 造

第 1 図 に示 す よ うな ラグ を 備 え た 多 数 の シ ュ ーを チ ェ

ー ンま た ほ ス キ マ を持 つ ロ ッ ドな どで 可 と う（擁 ） か つ

伸縮 自在 の連結 具で連結 した構 造を有 し，駆動 タイヤ外

周 に 装 着 した と き，互 い の シ ュ ーは そ の 間 隔 が タ イ ヤ外

周に沿 って伸縮 自在に しゅう （措）動可能で， また各 シ

ューほ前後左右に も揺 動 し得 るものであ る。本構造を実

施 した仕様例を次に示 す。

農 用 ト ラ ク タ R 20 1用 タ イ ヤ ク ロ ー ラ L 9 0 3 形

全長 ×全幅

シュー寸法

シ ュ ー数

結合方式

重 量

シ ュ ー形 状

2 ． 2 機 能

2 3 0 0 × 2 7 9 m m

長さ2 60 × 幅 1 1 8 ×高 さ4 0 m m

9

リ ン グ チ ェ ー ソ （太 さ 8 m m ¢）

2 5 k g （片▲輪 ）

第1 図に示す
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第 2 図 タ イ ヤ グ ロ r ラの接 地機 構

（1） シュー接 地の際 は，車輪 の回転に伴 ってその方 向が

第 2 図 ④ の よ うに， 今 ま で 半径 方 向を 向 い て い た も の

が地表面に対 し垂直方 向 とな り， また車輪の駆 動力に

よ って シ ュ ー ピ ッチ が plか らp 2へ と変 化 し，互 い の シ

ュ ーは 近接 しかつ シ ュー の ラグほ 常 に 地 面 に垂 直 に さ

さ り1 0 0％ に近 い ケ ン引効 率 とな る。

（2） 接 地 した シュ ー は 第 3 図 の とお り適 当 な 間隔 で 数個

が 互 い に接 して地 中に 突 き さ さ って 駆 動 され るの で，

⑥ の よ うに ノ コ状 の大 き な セ ソ断 面 積 が 得 られ ，接 地

の 効 率 が 高 く，大 き な ケ ン引 力 を 発 生す る。 ま た接 地

面 積 ほ矩 形 で 大 き くな り， タイ ヤ の み の場 合 に く らべ

て接地圧 は約1／2に減少す る。

（ 3） 次 いで接地 シューが地表を離れる際 は， タイヤの駆

動 力か ら解放 され，その直後にその先行 のシューとの

連 結 チ ェ ー ン（ま た ほ ロ ッ ド） に よって 引 張 力 を 受 け

るた め ， 第 2 図 ㊤ の よ うな軌 跡 を た ど って 移 動 し，付

着 した土は放て き除去 され る。

（ 4） そ の後 シューは次 回の接地 までほ，上 記連結チ ェー

ン （また ほ ロ ッ ド） に加 わ る聞 け つ 的 な 引 張 力 に よ っ

て， こ とに シ ュー の裏 面 に設 け られ た 突起 が ゴム タ イ

ヤの 斜 め の ラグ に 当 た る こ とに よ って， シ ュー ほ前 後

左右に揺 動 し，付着土 はさ らに完 全に除去 され新たな

状態 で接 地 す る こ とに な る。

3． タイ ヤ ク ロ ー ラ の性 能 理 論

タ イ ヤ クロ ー ラの 形 状 な らび に， これ に よ り得 られ る

連行性能 （T rafficab ility ），すなわち車 両 を垂 直方 向

に支持す る能力 （浮走性 ）お よび水平方 向に ケン引力を

／
也）

第3 図 タ イ 1 7 グ ロ ー ラの 接 地 機構

グ

発生す る能力 （ケン引佐） についての理論 的根拠を実際

と対 比 して説 明す る。

3． 1 シ ュ ー の形 状

シ ュー形 状 を決 定 す る要 因 と して重 要 な こ とは ，

（ 1） ラ グに よ り土 の セ ソ断 が最 も有 効 に ケ ソ引 力 と して

利 用 で き る こ と

（ 2） ラグ の間 に 土 語 ま りを生 ず る こ と な く， よく除 泥 作

用 があ る こ と

（ 3） 路 上走行におけ る乗 り心地が良好な こ と

であ って ， タイ ヤ ク ロ ー ラ も この 見 地 か ら決 定 され た も

ので あ る。

ピ ッチ P ， 高 さ ゐ は ク ロ ー ラ ト ラ ク タ の 履 帯 の ラ グ

について多数機種 を統 計的にみ ると第 1 表に 示 す よ う

にほ とん どが ア／ゐ＝3．5～ 3．6 と一 定 値 を 示 して い る。 タ

イヤ ク ロ ー ラに お い て は ， 第 1 表 の 囲 に示 す よ うに ゐ＝

4 0 m m ， 固 定 ピ ッチ j㌔＝ 1 2 5 m m で ， 耳／ゐ＝ 3．15 と な り，

おおむね上 記一般債 と同値であ る。 また隣接 シューの ピ

ッチ P に ついてほ，静的には 251m m で 耳／カ＝ 6．28 で あ

第 1 表 国 産 ク ロ ー ラ ーラ クダ 用 シ ェー プ0レ r ト

お よび タ イヤ ク ロ ー ラ用 シ ューの 寸法

、＼ 履板突起寸法
＼機種 ＼ ＼

A
B

C

力（m m ） l P （ m m ） l P ／カ 比

3 5 1 25 1 3 ．57

4 3 l 1 54 3・58

3 8 1 23 5 1 3 ．55

D■47

静的寸法

ダイ ヤ

クローラ憎 監

注（1）

4 0

1 7 1 ，5 ； 3 ．65

rし1）P。

1 2 6 3 ．15

P 251 6．28
芸0 重言呂 i 喜：去喜

芸0 王墓§ 】 喜：諾

（2）P（動的寸法）測定方法

た 和 一Po

J ：進行距敵

Ⅳ ：車輪回転数

乃 ：シ ュー数

るが，既述 の ように独得 の接地機構 に よって，作用 中は

この ピ ッチ は 大幅 に変 動 し，土 地 条件 に よ り異 な るが ，

堅硬地でP ＝2 10m m ，軟弱地で，P ＝143m m を示す （軟

弱地 で は 自動 的 に 近 接 が 大 き くな る）。 この と きの 一打 ゐ

比は，第 1 表に示す よ うに軟弱地で 3．58 と前記標準値に

一致 し，土地 が堅 くなるにつれ てこの値 は大 きくなる。

適正耳／枇 ヒが従 来 の 一 般 債 よ りも若 干 大 き くな る こ と は

近年 S L T （S p aced Link Track）に関する研究で知られ



ホイ ー ル 型 農 用 トラ ク タ の タ イ ヤ ク ロ ー

てい る理 論 に合 致 す る もの で ， これ は ラ グに よるセ ソ断

面積 が ノ コ状 に 大 き く な る よ う に ， ラ グ ビ ッ チ を 大 き く

して墜 硬 地 に お け る ケ ン引 力 を増 大せ しめ る もの で ， タ

イヤ クロ ー ラは 墜 硬 地 に お い て 自動的 に この 原 理 に 適 応

する。

3． 2 浮 走 性

軟弱他に おいて車輪が沈 下す る場合には，M ．G ．B ek ker

（ 2旧）の理論 に より， 静的な沈下量は次式 で与 え られ る。

Z＝（音読 一郎 ）キ／ヤ ー－・（1）

こ こ に

P ＝ 1年ソJ∂

柿′：車輪荷重

〝 ：土 の沈下指数

J ：接地長 （片輪）

∬。，∬¢：土 の変形係数

∂ ：接地幅 （片輪）

すなわ ち粒潤な粘土地では，一般 に乃＝1／2で あ り沈下

量は接地圧 の 2 乗に比例 して減少す るが，接 地圧が同 じ

であれば接地部の幅 が狭 く細長いぼ うが有効である。 タ

イヤ ク ロ ー ラにつ い ては 第 2 表 に示 す とお り， 接 地 圧 は

タイ ヤ の1／2 に低 下 し， か つ接 地 面横 は ∂ よ りもJの ほ う

が大幅 に増 大す るものであ るか ら，浮走性 向上に きわめ

て有 効 で あ る。

第 2 表 タ イ ヤ ク ロ ー ラ応 用 装 備 の 諸 元

S p e cific atio n  o f  a p p l i c a t i o n a l e q u l p m e n t

、盲、、窟＼－＼＼」 全驚
（ kg）l重

タイ ヤ の み 127 9

タイ ヤ ク ロ ー ラ 1 1 3 1 7

ダブル タ イヤ ク ロ

ーラ

クロ ー ラ

コン′ピ ーえ 「－シ′ヨ ニ／

接地
（kg）；※（cm 2）店（kg／cm 2）
完㌃「 i盲蒜 ’‾「 ¶㌔ 二言㌻一

8 2 9 26 0 0 1 0 ．3 2

1 5 10 ； 10 03

1 5 33 1 112 6

5200！0．19

9 64 0 1 0 ．12

※ タイヤ沈 下量 2 5m ln 時

いま，非常に軟 弱な粘質土 につ いて試算す ると，

此 ＝ 2 杓 i＝0．1 〃＝1／2

のと き ， タ イ ヤ の み の 沈 下 量 Z 仰＝ 1 0 ．4 c m ， タ イ ヤ グ ロ

ーラ装 着 時 の 沈下 量 Z 。＝ 3．3 c m で タ イ ヤ ク ロ ー ラ に よ

り沈下量は 1／3以 下に減少す る。

上 記 は タ イ ヤ の定 常 的 な 沈 下 を 論 じた もの で あ る が実

際に作業す る場合で は車輪の ス リップに より排土作用 を

伴って ，沈 下 は さ らに 助 長 され るが， タ イ ヤ ク ロ ー ラで

はス リッ プは次 表 の よ うに 大 幅 に減 少 す る ので ， 実 際 上

の沈上 防止効果ほ さらに顕 著であ る。

3 ． 3 ケ ン 引 力

タ イ ヤお よび履 帯 の ケ ン引 力 ほ ，M ．G ．B e k k e rに よ り

次式 で与▲え られ る。

Ⅰ7

H ＝ H 仇＋ H 丘－ R ・・・… … …・・‥‥… … … ＝‥・‥‥‥・…（2 ）

1、－－－－－－「－＿¶▲＿＿ケ ン引 力

車輪

タイ ヤ

250kg■500kg

3 3％ 1 90％

タイ ヤ グ ロ ー ラ 1 0％

（第 8 図か ら引用）

ここ に

仇 ＝ 2みJc ＋ lγta n ¢

月■ざ＝ 4ゐJc ＋ 0 ．6 4（十窒・－－COt－1づ一－）Ⅳ叫

2 8％

2 ，す＋ 2

月＝器 ぐ軒 面一毘 ／カごう‾台所了

∬ ＝ ∬ √／み＋ ∬ ¢

す な わ ち乱 は 第 4 図 に示 す よ うに ， タ イ ヤ ま た は タ

イヤ ク ロ ー ラの 接地 部 底面 に お い て 生ず る推 力 で あ り，

ラグの有無にかかわ らず発生 する力であ るが， ガぶは第

4 図（ A ）の よ うに 高 さ ぁだ け 突 き出 した ラ グに起 因 す る

土のセ ソ断 側 面 に お い て 生ず る推 力 を示 して お り， タイ

ヤ タ ロ ー ラの 場 合 に の み これ が 有 効 に利 用 で きる 力 で あ

る 。

R ほ車輪転勤時の沈下 に伴 って生ず る動 的な走 行抵抗

であ る。

とこ ろ で（2）式 ほ下 記 の よ うに書 き換 え られ る。

仇＝2叫 ＝㌧告 ）

ガ拒 椚 a叫（ 1＋0・64（告 cot－1÷ ））

進行方向

－・
－
－

Ⅳ

（ A 、：タ イ ヤ ウロ ー ラ

進行方向

1

Ⅳ

L －J

側面 セソ断 〃β

r
床面セソ断 肋

底面 セ ン断 〃m

（ B） タ イ ヤ

第4 国 事輪 のケ ン引力発生機構
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こ こで，方。は土の粘着力成 分を示 し，ガ如 ま土の摩 擦

力成 分 を示 してい る。

す なわ ち乾燥 した砂 の ような摩擦土の場合 には， ガ。

＝0 で あ り， ケ ソ引 力 方は トラ ク タ重 量 Ⅳ に 比例 した

値とな って，走行装置の形状に よる影響 は微小に過 ぎな

い。 た とえば ，

C ＝ 0 ¢＝ 3 5 0 ナ‡＝ 1

の場 合 ， R 201の 最 大 ケ ン引 力ガ は第 3 表 に示 す とお り，

タイ ヤ 5 1 9 k g に 対 し タ イ ヤ タ ロ ー ラ 5 7 5 k g で あ り， タ イ

ヤク ロー ラの砂 地 に お け る ケ ン引 力増 加 は， 10 ％程 度 に

過ぎな い こ とを 示 して い る。

第3 表 沈下量お よび最大 ケン引力計算結果

（ A ）普通 の土；（盈≧蓼抑 占土 毒（品 した砂B ）

C ＝ 0 ．20

≠＝ 3 0 0

乃＝ 1／2

∬≠＝ － 2 ・O j

C ＝ 0．0 5 ！ c ＝ 0

¢＝ 1 0 0 書 ≠＝ 3 5 0

乃＝ 1／2 主 犯＝ 1

∬≠＝ ‾ 0・ 2 5 戸 ∬ ≠＝ － 1・ 1

方≠＝1・2 【 郎 ＝O t97 芦

（ 4 項（1）地
に相当）

j わ＝ 2 1 c m

タ

イ

ヤ

タ

イ

ヤ

ク

ロ

ー

ラ

k

Cm

94

30

朝

ギ

た

ゐ

紺 0

一
ハ
）

γ
‘

ゐ

抄

御

伽

軸

咄一

ニ

ニ

ク

Z cm

㌣
是

一方kg

3・ 4 J

2 5 2 【

1

5 5 0 1

一
71

二31

－
1

一6

一

一工
－

計

叶
軒
方k g

3・
2

丁
脚

㌫

仙

181

（ 4 項（2）地
に相 当）

5 ．1

6 1

14 7

14 9

59
（ 70 ）

4 ．3

一打≠＝ 1 ．1

書5・0

l  o

6 47

1 2 8

5 1 9

4 ．2

1 7 0 】 0

1 80 F 7 03

1 5 0 ら 12 8

喜2 9 よ 5 7 5

注（りたf（3二器 芯 ）・頂‡f一

恵
車輪 の動 的 な沈 ‾下■

t 2） 方 は車輪が沈下量 ど の状態で発揮 し得 る最大 ケン引

力を示す 0 したが って，（1）地でははは 実測最大 ケ ン引

力 に相当す るが，（2）地では沈 下が増大せ ぬ範 囲（スリッ

ブ5％程 度 ） で の値 とみ な され る。

（ 3） 叫 よ ウ ェ イ ト トラ ン ス フ ァ を 考 慮 し て 抑 ＝ 抑0 十 （ぎ 桝

＋仇 ト ∑－－ として計算 5 ＝ケ ン引点 高 も

エ ＝ 軸 足巨

（ 4）（ ）内は（1），（2）地 での実験値 （図 7， 9 参照）

ところが粘性土の場合，特に湿潤 な塑性土の時 には，

聯≒ 0 と なって，最大 ケ ン引力は，み， J， れ すなわ ち

走行装置 の形状に よ り決 ま り，接地面横 ， ラグ高 さが有

効で あるとと もに，同 じ接地面標で あれば接地部長 さ g

の長 いほ うが よ り効 果 的 で あ る こ とを示 して い る。

す なわ ち， タ イ ヤ ク ロー ラ は粘 質 土 に おい て特 に そ

の効果 が著 しい こ とを示 して い る。

た とえ ば，

C ＝ 0 ．0 5 ≠＝ 1 0 0 ナ各＝ 1／2

の軟 弱地 の場 合 ，最 大 ケ ン引 力 は ， タ イ ヤ ほ ガ ＝ 59k g

（内 払 分 61k g）， タイ ヤ タ ロー ラ はガ ＝200 k g （内仇 分

1 7 0 k g ） とな って 3 倍 以 上 の ケ ン引 力を 示 し， しか も月「

の中で仇 の 占め る率が支配的であ ることがわか る。

これはⅣ の増加 に比例 して月中で も増加す る が 同時に

沈下が進 み，Ⅳ亨ちに比例 して郎 ミ増加するために 聯 よ

りも月の増 加 率 が高 く， トラ クタ重 量 を増 加 して も意 に

反して急 激 な ケ ン引 力 の減 少 を もた らす か らで あ る。

なお，比較的堅 い土 で表面 がぬれていた り，草がはえ

ていてす べ りやす い場合 はタイヤのみでほ地 面へ食い込

まな い の で ， い か に重 量 を増 加 して もス リ ップ して ケ ン

引力 に な らな い が， タ イ ヤ ク ロー ラで ほ計 算 的 に も第 3

表に示 す よ うに ， タ イ ヤ の最 大 ケ ソ引 力 63 1 k g に 比 べ タ

イ ヤ ク ロー ラほ 1 2 2 9 k g と 2 倍近 い ケ ン引 力 を発 揮 す る

こ とに な り， これ は よ く実 験 値 と も一致 して い る。

第 3 表に，対応す る実験値を後 輩か ら引用 して （ ）

内に示す。

4． 機能の詳細 と試験成練

タ イ ヤ ク ロ ー ラの 機 能 の 具 体 的 内 容 に つ い て ， 試 験 成

績を以下に詳述す る。

1 接地機構

シューの接地動作の詳細過程を示す。

車速 0．4 m ／s，ス リップ率約 10ヲ占，土壌 ほ粘質土，落

下式 カタサ 144m m ，水 分 2 5．7ク占で表面に約 5 0m m の か

（禾）本科雑草がはえてい る状態 におけ る例 であ る。

シューはほぼ地面 へ取掛 ′こ向か って接地 ，すなわ ちラ

グの 両 先 端 が ほ ぼ 同 時 に接 地 す る。 これ は チ ェ ー ソの 長

さが 円 周 方 向 に 伸縮 し得 る ガタ を も って い る こ と， な ら

びに シ ュ ーの 重 心 が チ ェ ー ンの 形 成 す る 円間 外 方 に あ る

こ とが 重 要 な 条 件 とな る。

接 地 した シ ュー は ， ゴ ム タイ ヤを 介 して 車 体 重 量 を 受

けて ， そ の ラ グ先端 が 土 層 中 へ押 し込 ま れ る。 ここ に シ

ュ ー 自身 は 地 中 に 安定 して さ さえ られ る。 この 点 が ゴム

タイ ヤ外周に紫志す る他の方式のすべ り止め装置が，土

の表 層 に のみ 作 用 す るの と く らべ て，大 きな 相 違 で あ る。

地中 にかん （胱）入 した シュγは，車輪の駆動につれ



ホイ ー ル 型 農 用 ト ラ ク タ の タ イ ヤ ク ロ ー ラ装 置 1 9

て， シュ ー下 面 ， シ ュー側 面 お よび 隣 接 シ ュ ー問 の土 の

セソ断 力 を 反 力 と して強 大 な ケ ン引 力 を 発 揮 す る。

ケ ン引 行 程 を終 了 した シュ ー は， ゴ ム タイ ヤ との接 触

が解 除 され ， 同 時 に タ イ ヤ の駆 動 力 に よって シ ュ ーは 後

方へ け （蹴 ） り出 され続 い て チ ェ ー ンに よ りつ り上 げ ら

れ， 再 び タ イ ヤ外 周 に か ん合 ， この運 動 に 伴 って シ ュー

問お よび ラ グ の間 に 詰 ま った 土 は， 放 て き排 除 さ れ る

か， あ る い は タ イ ヤ ク ロ ーラ との密 着 が し接 して 脱 落 し

やす い状態 にな る。

2 除 泥 機 構

前項で， シューが地面 か ら離 れる ときの状 況 を 示 し

た。その後においてシュー周辺 に付着 した泥土は，車輪

の回転に伴 って，逐次 ハ ク離 が進行 して，新規に接 地す

る時には きわめて粘度 の高い土歩 も完全に ハク離す る。

こ の時 の土 の粘 着性 の程 度 は ， タ イ ヤ ク ロ ー ラを装 備

しな い 前 輪 は ， タ イ ヤ の太 さ が 2 倍 に な るほ どに著 し く

土が付 着 す るに もか かわ らず ，後 輪 は タイ ヤの ラ グが 依

裁と して露 出 して お り， 高 い ケ ソ引 力を 発 揮 す る。

湿 田に お いて ，一 般 ク ロー ラ が土 語 ま りを生 じて ス リ

ップ し沈 下 す る状 況下 で も， タ イ ヤ ク ロ ー ラに よれ ば確

実に走行 して作業 が可能 である。

3 軟弱地沈下性

タ イ ヤ ク ロー ラを 装 備 す る と接 地 圧 が 1／2 以 下 むと な

り，沈 下 特 性 が大 幅 に 向上 す る こ とは 既 述 の とお りで あ

るが ， この ほか 第 5 図 に 示 す よ うに 接 地 す る シュ ーは ，

（ 互＼

き㌧差㌣妄土 ①

耕盤

第 5 図 軟 弱 地 走 行 機 構

備に 除泥 さ れた 状 態 で新 しい 表 土 を か く乱 す る こ とな く

垂跡 こ食い込み，そのセ ソ断力を有効 にラグに受け るの

で， た とえ最 下 部 ラ グに 多 少 の す べ りが生 じて も， 新 し

く進入す るラグが有効な推 力を発生す るので，車輪ほ沈

むよ り以 前 に前 進 して ，沈 下 が進 行 す る こ とほ な い。

これ に 対 して タイ ヤ の み の場 合 は， ス リ ップの 発 生 は

たち まち ラ グの 間 に泥 詰 ま りを生 じ そ れ に 伴 って 表 土

が削 りとられ，か く乱 した上で の車輪空転 とな り急速 に

自ら沈 下 す る。

4 ケ ン引性能

タイ ヤ ク ロ ー ラの ケ ン引 力 発 生棟 構 は ，一 般 ト ラ ク

タが土 壌 との 嘩 擦 力利 用 に よる もの と異 な り，土 の粘 着

力を利 用 した もの で あ り， さ らに シ ュー の接 地 機 構上 高

いケ ン引効率を得 られるので，路面 状況 にかかわ らず 高

いケ ン引 性能 を発 揮 で き る。

特 に 粘 質 土壌 に お い て， ラ グの 側 面 セ ソ断 に よ り高 い

ケン引力を発生 し，軟 弱地 において もシ ューの除泥作用

と相 ま って この能 力 は 卓抜 で あ る。 次 に そ の一 例 と して

農用 トラ クタ R 20 1 の場 合 を示 す 。

（ 1） 乾燥 した堅硬地 ，（2） 水 分が多い軟 弱地
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2 0 土 壌 の 物 理 性 第 14 号

において，タイヤのみの場合 と比赦 した試験結果 を，第

8 ′一 9 図 に示す。
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第 9 図 軟弱他 におけ るケン引性能曲線

第 6 図・第 8 図において，（1）地すなわち堅硬地では最

大ケ ン引 力 が ， タイ ヤの み で 9 3 0 k g に 対 し， タイ ヤ クロ

ーラ装 着 に よ り 12 5 0 k g とな り30 9占，（2 ）地 す な わ ち軟 弱

地で ほ550 k g に対 し， 850 k g と 60 ％ 以上 も ケ ン引 力 が

増大，それに伴 って第 7 図・ 第 9 図に示す よ うに，有効

仕事 に利 用 さ れ る ケ ン引 出 力 が ，1 ．3－ 2 倍 に 向上 し，

2 0 P S 級 トラ ク タで 30 P S 級 の ケ ン引 力 を 常 に 発 揮 で き る。

な お 本 試験 に お け る ケ ン引 力 計 測 は ， トラ ク タの ヒ ッ

チ点 高 さ30cm に お い て負 荷 車 を水 平 に 引張 り， ケ ン引

力P ， トラ クタ の 平均 速 度 Ⅴ， 後 輪 の 平 均 ス リッ プ率 βを

計測 した もの で あ る。

実 際 作 業 に お け る使 用 例 と して， 農 用 トラ クタ の代 表

的作 業 で あ る プ ラ ウ耕 起 につ い て解 説 す る。 プ ラ ウ耕 起

は， そ の年 の収 穫 は プ ラ ウ イ ングで 決 ま る といわ れ る ほ

ど重 要 な もので あ る。 既 述 した よ うに タ イ ヤ ク ロー ラに

よって，強大な ケン引力を発揮， 当然 の結果 として従来

3 0 P S 級 以上 の トラ クタ に よ らな け れ ばで き な い と さ れ

た 堅 い牧 草 地 の作 業 も 20P S 級 トラ クタで 可 能 に した も

の で あ るが ， この他 に さ らに重 要 な こ とほ， 従 来 ホ イ ー

ル トラ クタ で ほ 全 く不 可 能 で ，考 え も 及 ば な か った温

田 の プ ラ ウ耕起 が容 易 に で き る よ うに な った こ と で あ

る 。

5． む す び

（1） ケン引力増大のため車体重量を増す とい う従来 の方

法 ほ， 全 く不 要 とな り， 2 0 P S 級 の軽 トラ クタ で 3 0 P S

級 の 重 ケ ン引作 業 が可 能 とな り，営 農 用 トラ クタ が 耕

地 造 成用 ，土 建 用 に もそ の ま ま利 用 で き る よ うに な っ

た。

（2 ） 従 来 ホ イ ー ル トラ ク タ は も ち ろ ん ， ク ロ ー ラ トラ ク

タで も不可能で あ った超湿 田に おけ る作業，特に ケン

引作 業 まで もが 自 由 自在 に可 能 とな り， か 動 は晴 雨 論

外 であ って，作業能率 は格段 に向上 し減価償却 の点 も

は とん ど問 題 に な らな くな った 。

（タ イ ヤ ク ロ ー ラ の 特 許 ：こ の タ イ ヤ ク ロ ー ラ の 新 鋭

性 につ いてほ，国 内ほ もちろん海外主要 国に対 して数

件 の特許 を出願 中で ある。）
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